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　ＪＡでは、営農指導員の指導力強化を図る
ため、指導員向けの栽培講習会を実施してい
ます。
　４月３日には黒石市の園地で剪定会を行い、
りんごを担当している営農指導員５人が参加。
剪定士の相馬司幸氏を講師に迎え、剪定の基
礎知識などを学びました。
　営農課の三浦正幹営農課長は「指導力を強
化することで、生産者の所得向上につながる
と思い実施した。今後も様々な指導員向けの
講習会を実施していきたい」と話しました。

　田舎館基幹グリーンセンターは４月８日か
ら、水稲苗の播種作業を開始しました。
　同地区では、春作業が忙しい生産者にとっ
て播種作業の人材確保などが難しいことから、
約５０年前からＪＡで播種作業を行い提供して
います。今年は５４件の申込があり、育苗箱で
まっしぐら１万３，３２７枚、青天の霹靂３，６３０枚
を播種します。
　播種後は３０度に設定した育苗器の中で約
６０時間加熱し、生産者へ配布しました。
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　黒石トマト部会は３月８日、黒石市のグリー
ンパレス松安閣で令和５年産の試験成績報告
会・令和６年産栽培暦説明会及びトマト栽培
講習会を開きました。
　中南地域県民局地域農林水産部農業普及振
興室黒石分室の職員が講師を務め、９～１０月
までの高温の中で安定して出荷量を確保した
優良事例について紹介しました。また、栽培
講習会では、国内最大手種苗メーカー「サカ
タのタネ」の職員が講師を務め、令和６年産
のトマトの栽培に向けて説明。気温上昇と水
分管理に気を付け、温度上昇期の管理遅れは
避けるよう呼び掛けました。
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★全体運★あれもこれもと気がせきがち。行動力に恵まれていますが、全部行うのは大変。クオリティーを保てる範囲に絞って
★健康運★筋力アップのチャンス！頭痛、歯痛は早めに対処を
★幸運の食べ物★シイタケ

あなたの運勢
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